
23 

 

                                                

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

分担研究報告書 
 

拡張型心筋症における新規予後マーカーの探索 
 

研究分担者 室原 豊明  名古屋大学 大学院医学系研究科・教授 
 
研究要旨 
拡張型心筋症患者を対象に、metaiodobenzylguanidine（MIBG）シンチグラフィーを用いて心臓の交感神

経活動を評価し、左室リバースリモデリングや心臓イベントとの関連性を検討した。その結果、washout ra
te (WR)が左室リバースリモデリングの独立した予測因子であり、後期heart/mediastinum ratio (HMR)が
心臓イベントの独立した予測因子であることが示された。また、後期HMRとWRのカットオフ値を組み合わ
せることで、リスクの高い患者をより詳細に層別化できる可能性が示唆された。以上より、MIBGシンチグラ
フィーによる後期HMRとWRの評価は、拡張型心筋症患者の予後予測に有用であると考えられた。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
  本研究は、拡張型心筋症患者におけるmetaiodob
enzylguanidine（MIBG）シンチグラフィーを用い
た交感神経活動と、左室リバースリモデリングや心
臓イベントとの関連性を明らかにすることを目的
とした。MIBGパラメータである後期heart/media
stinum ratio（HMR）とwashout rate（WR）が、
拡張型心筋症患者の予後予測に有用であるかを検
討した。 
 
Ｂ．研究方法 
  研究1では、66人の拡張型心筋症患者を対象に、
MIBGシンチグラフィーにより心臓の交感神経活
動を評価し、左室リバースリモデリングとの関連を
調べた。研究2では、別の120人の拡張型心筋症患
者を対象に、MIBGパラメータと心臓イベントとの
関連を調べた。MIBGシンチグラフィーは、123I-
MIBGを静注後、早期像と後期像を撮影し、HMR
とWRを算出した。左室リバースリモデリングは、
左室駆出率の10%以上の絶対的増加と左室拡張末
期径の10%以上の減少と定義した。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究の遂行にあたっては、本学の生命倫理委員
会の承認を得たうえ、臨床研究倫理指針を遵守した。
患者とは個別に書面で示した研究説明書を明示し、
研究担当医師が十分に説明したうえで、文書による
承諾が得られた症例を対象とした。診療情報を含め
た個人情報は、連結可能匿名化を行い、直接的に個
人情報にアクセスできないよう配慮した。 
 
Ｃ．研究結果 
研究1では、左室リバースリモデリングを起こし

た患者群で、WRが有意に高かった(p=0.022)。多変
量ロジスティック回帰分析の結果、WRが左室リバ
ースリモデリングの独立した予測因子であった(オ
ッズ比6.514, p=0.002)。研究2では、遅延HMR<2.
0の患者群で、心臓イベントの発生率が有意に高か
った(p<0.001)。多変量Cox回帰分析の結果、遅延H
MRが心臓イベントの独立した予測因子であった
(ハザード比0.326, p=0.007)。遅延HMRとWRのカ
ットオフ値(2.0と13.5%)を組み合わせることで、リ
スクの高い患者を層別化できた。 
 

Ｄ．考察 
 本研究では、MIBGシンチグラフィーによるWR
が、拡張型心筋症患者の左室リバースリモデリング
と関連していることが示された。これは、WRが心
筋の交感神経活性を反映し、収縮予備能と関連して
いる可能性を示唆している。また、遅延HMRが心
臓イベントの予測因子であることが確認された。遅
延HMRとWRを組み合わせることで、拡張型心筋
症患者のリスク層別化がより詳細にできる可能性
がある。ただし、WRは心不全のステージや治療に
よる影響を受けるため、単独での予後予測は難しい。
今後、多施設共同研究による前向き研究が必要であ
る。 
 
E．結論 

MIBGシンチグラフィーによる遅延HMRとWR
の評価は、拡張型心筋症患者の左室リバースリモデ
リングや心臓イベントのリスク予測に有用である。 
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